
プランの進ちょく管理について

◎ プランの点検・見直しや施策の実効性確保のためのモニタリング指標（検討例）

※京都独自の魅力を活かした求心力を発揮し，人口１４０万人規模の都市として，
まちの活力を維持・充実させる。
※人口減少社会の到来や少子高齢化の進展など，社会経済状況の変化に柔軟に対応する。

国の予測では，京都市の人口は２０４０年に，１４７万人から１３４万人に減少

主要な指標

（空間利用関連）

その他の指標

（社会活動関連）

①人口
若年・子育て層の転出入の状況

空き家の率 等

各地域別の人口密度

昼間人口の推移 等

②産業・働く場
オフィス，工場の面積

市内の新規開業数 等
市民の市内就業率 等

③日常生活 生活施設の徒歩圏充足率 等
医療・福祉・商業施設の数

駅の乗降客数 等
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